
主体的に学習に
取り組む態度

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組もうとしてい
る。

３．評価の観点

知識・技能

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めている。
創造的な美術の表現をするために必要な技能を身に付け、意図に応じて表現方法を創意工
夫し、表している。

思考・判断・表現

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考えるとと
もに、主題を生成し発想や構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深め
たりしている。

鑑賞

現代美術について作品を鑑賞し、理解を深める

色彩効果について　視覚的効果としての色彩を計画、リハーサル着彩し、

最も適した彩色計画を立てる

絵画的構成方法

つける

詩を絵に描く１

混色による色彩の幅を認識させる

マークデザインの発想方法

色彩の世界１

明度によるポートレイト制作　明度差により立体的表現を身につける。

顔の写真を使って明解、単色の明度差で制作する

色彩の世界２

混色表の制作　色相、彩度について理解し、アクリル絵の具を使って、

西洋美術史　旧石器時代より現代までの美術史をたどり、

「人間と表現」のかかわりを理解する

表現方法の多様性

具象と抽象の理解、演習を通して、多様に主題を表現する力を身につける

日本美術の歴史と特色について

４．学習状況の評価方法

定期試験や授業・課題への取り組みに基づき，知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の各観
点を考慮し，総合的に評価する。

５．担当者からのメッセージ

感じたこと、考えたことを作品化する「表現力」を身につける技術科目です。それには授業への情熱と集中力が欠かせ
ません。誠実な取り組む姿勢が必要です。

第
三
学
期

1

2

3
学年末テスト

言葉を視覚的に表現する方法を身につける

ａ点描法　ｂ絵画的構成

詩を絵に描く１

色彩効果を高める目的で技法を身につける

ａ点描法　ｂウェット・イン・ウェット

第
二
学
期

9

10

11

12
期末テスト

主題を表現するために、いかに素材を構成して絵画的表現するかを身に

マークデザインの形態、色彩を実例と共に学び、「自分」のマークを

デザインする

イメージクランプル法について　発想を広げるため、数多くのアイデアスケッチを

し、イメージを絞り込んでゆく

マークデザイン２

学期 月 学 習 内 容
考査・課題
提出物等

第
一
学
期

4

5

6

7
期末テスト

8

美術Ⅰの学習内容について

２　学習計画及び評価方法

芸 術 美 術 Ⅰ 2 普 通 1 全

１　学習の到達目標等

学習の到達目標

美術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、美術を愛好する心情を育て
るとともに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化について
の理解を深める。

教科書・副教材
日文　高校生の美術Ⅰ
アクリル絵の具

コース教 科 名 科 目 名 単 位数 科 学 年


